
令和３年度 学校を核とする県内１０００か所ミニ集会 資料 

特別支援教育の推進に向けた取組 

四街道市立四街道中学校 

特別支援教育について 

 ・特別支援学級の授業や活動を充実させる。 

 ・通常学級も含め、学校全体で生徒や保護者のニーズに応じた適切な支援を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体構造】 

①担任の気づき        ②教育相談         ①保護者の気づき 

 

③学年会       特別支援コーディネーター     保護者 

④学年体制での支援 

③⑤校内委員会         

④全校体制での支援                    

                 

 

【特別支援学級】 

・個に応じた指導方法や指導体制の工夫。 

 ⇒個別の教育支援計画及び個別の指導 

計画を作成と活用 

・既習事項を活用した活動や体験活動等を

取り入れた授業と指導。 

・キャリア教育を意識した自立活動の実践

と授業。    

・通常学級との交流及び共同学習や他校・地

域との交流活動を通して社会性を育てる。 

・実態に応じた通級による指導の実施 

【通常の学級】 

・特別な支援を必要とする生徒の実態を把

握し、全教職員で共通理解を図り指導に

あたる。 

・互いに尊重し合える環境を作る。 

 ⇒道徳教育や人権教育を充実させ、思い

やりのある豊かな心を育成する。 

・実態に応じた通級による指導の実施 

・インクルーシブ教育の推進 

 

【教 職 員】 

・校内委員会を実施し、支援を必要とする生徒の把握と支援方法の検討等を行う 

（定例：学期毎）（臨時：必要に応じて開催） 

・関係機関と連携した総合的な支援体制の構築（SC、学校、医療、保健、福祉、行政等と連携） 

・一人一人の障害の状態や教育的ニーズに応じた合理的配慮の提供 

・小学校と連携し、切れ目のない支援（サポートシートの引き継ぎ） 

・職員会議で特別支援教育に関する時間を設け、職員の専門性向上を図る 

地域コーディネーター 

特別支援教育センター

（関係機関専門家ﾁｰﾑ） 

関係機関・外部専門家 

①担任や保護者の気づき（実態把握） 
②特別支援コーディネーターと教育相談 
③学年会や校内委員会で協議・検討 
④該当生徒や担任への組織的・継続的な支援 
⑤校内委員会による支援の評価・改善 
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四街道市立和良比小学校 

 

特別支援教育目標 

  特別な支援を必要とする子ども一人一人の教育的ニーズに寄り添う支援を行い、社会性のある

自立した子どもを育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《今年度の取組の重点》 

〇「わかる授業」づくりのために   

 １ ユニバーサルデザインの視点からの授業づくり 

 （１）学習のめあての提示（青囲み）      →その時間に学ぶ内容を明確に提示。 

 （２）学習の流れや、学習計画を視覚的に提示 →45 分間の流れや単元全体の学習計画を提示。

（３）取組の手順を視覚的に提示       →板書する。（写真や図の利用） 

 ２ 学習上の困難に応じた支援の手立ての工夫 

  各学級の実態に応じて教科等を絞って実践 

〇職員の専門性の向上のために 

 １ 夏季休業中に事例検討会や人権教育研修会を実施 

 ２ 職員会議で特別支援教育に関するミニ研修を実施 

 

 

 

【特別支援学級】 

なのはな学級 １組・２組 

アシストルーム１組・２組 

・個の困難な状況、発達段階などを把握

するとともに、個に応じた指導内容を

設定する。 

    →個別の教育支援計画、個別の

指導計画に基づいた指導 

・体験活動等を取り入れた授業を工夫

し、学習意欲を高め、学習の理解が図

られるようにする。 

    →畑での野菜づくり 

     なぞなぞづくり  

     ボーリングゲーム 等 

・自立活動の充実を図る。 

    →ｿｰｼｬﾙｽｷﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 等 

・通常の学級との交流及び共同学習  

や他校・地域との交流活動を通して社

会性を育てる。 

【通常の学級】 

・特別な支援を必要とする児童の発達

の様子を把握し、適切な指導ができる

ようにする。 

・お互いの違いを認め、学び合える学級

集団づくり、支え励まし合える人間関

係づくりに努める。 

・ユニバーサルデザインの視点からの

授業づくりに取り組む。 

【通級による指導】 

ことば（中央小学校） 

きこえ（千葉聾学校） 

 

相談 

交流 

連

携 

校内委員会 

・特別支援教育推進委員会 

（定例：7月・2月）（臨時：必要に応じて開催） 

支援を必要とする児童への具体的な支援

方法の検討（チーム支援）    等 

・校内教育支援委員会（8月・10月・1月） 

計画的・継続的な就学指導の推進 

 

一人一人が輝く 

学校を目指して 
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四街道市立四和小学校 

 本校における特別支援教育 

（１）基本理念 

「子どものためになるかどうか」ということをすべての判断の基本とする本校の学校経営理念

をもとにして，本校の特別支援教育を推進するにあたり，子どもの人格を尊重し，人権に配慮す

ることを基本理念とする。 

（２）目的 

 本校に在籍する特別な支援を必要とする児童の，自立や社会参加に向けた主体的な取り組み

を支援するため，その児童の教育的ニーズを把握し，その持てる力を高め，生活や学習上の困

難を改善または克服するために，適切な指導または必要な支援を行う。 

（３）４本の柱と具体的な取組 

  ○個別の教育的ニーズに対応した指導の推進 

   ・障がいの理解や特性に応じた支援のあり方について研修を通じて共通理解をする。 

   ・必要とされる児童とそのニーズの実態を把握し，指導内容・方法を検討する。 

  ○適切な児童理解に基づいた「合理的配慮」の提供 

   ・児童および保護者との合意形成による生活および学習に対する「合理的配慮」を行う。 

  ○個別の支援計画及び個別の指導計画の作成・活用 

   ・必要とされる児童に対して個別の支援（指導）計画を作成し，適宜活用，見直しを図る。 

    （４月 情報の引継 →５月 作成 →活用 →学期毎の見直しと修正 →３月 評価・反省） 

  ○全教職員の共通理解・協力による丁寧な支援 

   ・毎月の反省と事例毎の情報交換による共通理解および支援・指導への助言を行う。 

 

【特別支援学級】                  【通常の学級】 

サポート１組                    ・特別な支援を必要とする児童について 

 ・生活習慣の基礎を養い，社会生活に   交 流    その「困り感」を把握し，共通理解の 

  必要なルールを守って生活できるよう        下，適切に対応できるようにする。 

  にする。                    ・「みんなちがってみんないい」を合い 

 ・基礎基本の学力向上と精神力を育成         言葉に，支え励まして学び合える集団 

  する。                      づくりを行う。 

サポート２組                    ・個々の児童の能力を最大限に育成する 

 ・進んで挨拶や返事ができるようコミュ        よう様々な場面で合理的配慮に努める｡ 

ニケーション能力を高める。 

  ・基礎基本の定着と自分の考えを表せる 

   表現力を身に付ける。    

                                                          

笑顔あふれる四和っ子 

 

 

 

 



 

（４）主な年間活動計画 

学期 特別支援教育の主な取組 （○は校内行事 ☆は特別支援学級行事 ◎は校外の会議） 

１学期 

 

 

 

○特別支援教育全体計画 ○個別ファイルの情報引継ぎ 

○個別指導計画の作成（支援学級担任ならびに通常学級担任が作成） 

☆四街道市小中学校合同学習会(校外学習) 

○校内教育支援委員会 ○特別支援に係わる校内研修 

２学期 ◎四街道市教育支援委員会 

☆四街道市小中学校合同学習会(校外学習) 

○校内教育支援委員会 

◎四街道市教育支援委員会 

３学期 ☆四街道市小中学校合同学習会(卒業を祝う会) 

○個別指導計画の評価・反省 

○通常学級新１年就学保護者との面談（就学支援シート・にじいろサポートの活用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


